
日　程：2012年11月17日（土曜日）	
会　場：大光電機㈱　大阪ショールーム「ライティングコア・大阪」内 
　　　　（地下鉄御堂筋線 淀屋橋駅11番出口 徒歩2分　アパヴィラホテル北側）  
　　　　http://www.su-mart.jp/daiko/ 
タイムスケジュール：14:30 受付開始 
　　　　　　　　　　 15:00～16:50 講演会 
　　　　　　　　　　 17:00 懇親会（立食）於：大光電機㈱大阪ショールーム 
　　　　　　　　　　 18:00 終了	

申込先：日本インテリア学会関西支部へメールでお申し込み下さい	
　　　 　jasiskansai@gmail.com 
費　用：会員;1000円　一般;1500円　学生;500円　懇親会参加費;1000円	

遠野市コミュニティケア型仮設住宅	釜石市コミュニティケア型仮設住宅	

玄関が向かい合い屋根付きデッキで繋がる住宅	 デッキで繋がる仮設商店街	 

日本インテリア学会関西支部・関西インテリアプランナー協会	
2012年度講演会	

講師：冨安亮輔　氏	 
東京大学大学院工学系研究科建築学専攻	 
西出研究室　博士課程　	 

コミュニティケア型仮設住宅の取組み	 

－岩手県釜石市と遠野市－	 

遠野市コミュニティケア型仮設住宅	 

この度、東日本大震災からの復興の第一歩として注目されている新しい仮設住宅の試みとその

実態について，講演会を実施いたします。講師の冨安氏は，昨年６月から現地に滞在し、数多

くの活動をされています。貴重な機会ですので，是非お集まり下さい。	 

主催（共催）：日本インテリア学会関西支部、(一般社団法人)関西インテリアプランナー協会	 

後援：大光電機㈱、	 (社)日本インテリアデザイナー協会西日本エリア、(社)日本商環境設計家協会関西支部	 

　　　(社)大阪府建築士会、日本商業施設学会関西部会	 

冨安亮輔プロフィール	

　1981年生まれ。2004年東京大学卒業。2007年同大学院修士課程修了。	 
　(株)アルコムを経て現在東京大学大学院博士課程在籍。本研究で東京大学総長賞を受賞。	 
　一級建築士。	 

講演要旨　　一般的な仮設住宅は短期間に大量につくることが求められているため、高齢者や	
　　　　　　障がい者には住みづらい部分があります。そこで，新しい仮設住宅のモデル	
　　　　　　「コミュニティケア型仮設住宅」が、東京大学と岩手県立大学の共同研究チーム	
　　　　　　の提案をもとに建設されました。研究チームのメンバーとして，提案から建設、	
　　　　　　運営に関わって来た経験を踏まえてお話しします。	

2012年11月17日(土)15時～18時	


